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名古屋大学情報セキュリティ対策推進室の紹介

坂　部　俊　樹

今年２月26日に京都府丹波町の養鶏場で発生した鳥インフルエンザが毎日のようにニュースを

騒がせています。２次感染かどうかははっきりしていないようですが，すぐ近くの別の養鶏場に

も発生しました。また，およそ30Km離れた大阪府茨木市で鳥インフルエンザにかかった野性のカ

ラスが発見され，２次感染かと騒ぎになっています。さらに，各地でカラスや鶏の大量死が見つ

かって住民が鳥インフルエンザかもしれないと騒動になっているとの報道もありました。

この鳥インフルエンザ騒動で，厚生労働省，農林水産省，環境省をはじめとする国の機関，ま

た，京都府，大阪府などの地方自治体が対応に追われているというテレビニュースや新聞記事を

見るにつけ，他人事ではないという思いに駆られています。

前置きが長くなりました。昨年11月18日に発足した情報セキュリティ対策推進室の紹介をした

いと思います。

名古屋大学は，情報化社会における大学及び大学構成員の個としての活動の活性化を推進する

ため，全国の国立大学に先駆け，「名古屋大学情報セキュリティポリシー」を平成14年３月に評議

会決定しました。セキュリティポリシーでは，情報セキュリティ維持のための具体的事項につい

て企画・立案・管理・継続的検討を行うための情報セキュリティ組織を名古屋大学に設けること

を謳っており，特に，サイバーテロやネットワーク犯罪などの情報セキュリティインシデントに

対して名古屋大学として迅速に対応するため，総長の直接の指揮の下，日常的かつ機動的に活動

可能な情報セキュリティ・情報技術に関する専門家集団を早急に組織することを提言しています。

そのような組織として平成15年11月の評議会において設置が決定されたのが「情報セキュリティ

対策推進室」です。

情報セキュリティ対策推進室に課される使命は大きく２つに分けられます。一つは，名古屋大

学のすべての構成員に対する情報セキュリティの啓発活動の企画・実施であり，情報セキュリテ

ィ意識向上のための講演会や新入生への情報セキュリティ研修の企画・実施，情報セキュリティ

インシデントに関する情報の収集・整理・提供などが挙げられます。具体的な活動としては，情

報セキュリティ意識向上のためポスターやパンフレットの作成，情報メディア教育センターと協

力してWebCTを用いた情報セキュリティ研修の実施を予定しています。

もう一つは，情報セキュリティインシデントへの緊急及び日常的対応です。例えば，サイバー攻

撃やコンピュータウィルスに対する緊急防御対策，また，それらに対する日常的予防対策などが挙

げられます。その他にも，学内の情報システムの監査（脆弱性の検査と改善勧告）の企画・実施，



学外からの情報セキュリティに関する問い合わせや苦情への対応などがあります。また，システム

管理者向けの情報セキュリティ講習会を企画・実施することも重要な役目の一つです。

冒頭に触れました鳥インフルエンザの話ですが，鳥インフルエンザウィルスをコンピュータウ

ィルスに写して見ると，ちょうど，国の機関や地方公共団体の担当部局の役割が情報セキュリテ

ィ対策推進室に対応することになり，他人事ではないとの思いを禁じ得ないわけです。ウィルス

だけでなく，例えば，東京銀座の宝石店での数十億円の宝石の強奪事件やスペインでの列車爆破

テロなど，昨今の日本や世界における重大な現実の事件を情報ネットワーク社会の事件に置き換

えてみると，情報セキュリティ対策推進室の役割の重さがひしひしと感じられます。

このような重要な役割を担う情報セキュリティ対策推進室は，平成15年度は
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という体制でスタートしました。平成16年度からは，専任の助教授が配置されて，決して十分と

は言えませんがより充実したスタッフで情報セキュリティ対策推進の活動を計画，実施する予定

です。また，情報連携基盤センター，情報メディア教育センター，図書館の関係者と連絡会議を

定期的に（月１回）開催して，情報セキュリティ対策推進のための施策について相談し，連携し

ながらできることから実施しています。

名古屋大学の情報セキュリティポリシーは，情報セキュリティを支える組織の設置を提言して

いますが，情報セキュリティ対策推進室はその一部に過ぎません。情報セキュリティを支える組

織の全体が一日も早く立上り，名古屋大学の安全，快適な情報環境を構築，維持できる体制が整

うことを期待しつつ，情報セキュリティ対策推進室はその役割を果たすべく努力をしていかねば

ならないと思っています。

（さかべ　としき：名古屋大学大学院情報科学研究科教授

名古屋大学情報セキュリティ対策推進室室長）
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